
一
、
は
じ
め
に

一
九
二
四
年
、
佐
々
木
信
綱
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
近
衛
家
蔵
本
『
琴
歌

譜
』
は
、「
写

天
元
四
年
（
九
八
一
年
｜
藤
原
注
）
十
月
廿
一
日
」
の
奥
書

き
を
持
つ
う
え
に
、
所
収
二
十
二
首
中
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』・『
続
日
本

紀
』
歌
謡
と
の
類
歌
を
七
首
含
み
、
そ
の
多
く
が
譜
を
伴
っ
て
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
従
来
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』・『
続
日
本
紀
』
歌
謡
や
類
歌

が
実
際
に
平
安
朝
に
於
て
和
琴
の
伴
奏
を
伴
っ
て
歌
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

貴
重
な
史
料
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
に
加
え
て
私
が
興
味
深
く
感
じ
る
の
は
、『
琴
歌
譜
』
は
『
古
事
記
』・

『
日
本
書
紀
』
と
異
な
る
「
縁
記
」
を
い
く
つ
か
記
載
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
縁
記
が
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
と
の
類
歌
に
付
帯

し
て
い
た
場
合
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
の
物
語
中

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

一

の
歌
の
解
釈
と
は
別
の
次
元
の
、『
琴
歌
譜
』
独
自
の
解
釈
が
要
求
さ
れ
て
く

る
可
能
性
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
右
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、『
古
事
記
』
九
十
四
番
歌
と
ほ
ぼ
同

一
の
歌
謡
を
、『
古
事
記
』
の
伝
承
と
異
な
る
縁
記
と
共
に
記
載
し
て
い
る

『
琴
歌
譜
』
の
一
番
歌
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

二
、
原
文
及
び
訓
読
文

﹇
原
文
﹈

茲
都
歌
（
美
望
呂
尓
都
久
也
多
麻
可
吉
都
安
万
須
多
尓
可
毛
与
良
牟
可
美
乃

美
也
碑
等
）（

譜
付
き
歌
謡
部
分
省
略
）

右
古
事
記
云
大
長
谷
若
建
命
坐
長
谷
朝
倉
宮
治
天
下
之
時
遊
行
美
和
河
之
時

邉
有
洗
衣
童
女
其
容
姿
甚
麗
天
皇
問
其
童
女
汝
者
誰
子
答
白
己
名
謂
引
田
赤

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

藤

原

享

和



猪
子
天
皇
詔
汝
不
嫁
夫
今
将
召
故
其
女
仰
待
天
皇
之
命
既
経
八
十
歳
天
皇
已

忘
先
事
徒
過
盛
年
而
賜
歌
云
時
赤
猪
子
之
涙
泣
悉
湿
其
所
服
之
丹
摺
袖
答
其

大
御
歌
而
詠
此
歌
者
此
縁
記
与
歌
異
也

一
説
云
弥
麻
貴
入
日
子
天
皇
ゝ
子
巻
向
玉
城
宮
御
宇
伊
久
米
入
日
子
伊
佐
知

天
皇
与
妹
豊
次
入
日
女
命
登
於
大
神
美
望
呂
山
拝
祭
神
前
作
歌
者
此
縁
記
似

正
説

﹇
訓
読
文
﹈

御
諸
に

築
く
や
玉
垣

斎
き
余
す

誰
に
か
も
依
ら
む

神
の
宮
人

（
譜
付
き
歌
謡
部
分
省
略
）

【
縁
記
甲
】
右
、
古
事
記
に
云
は
く
、
大
長
谷
若
建
命
、
長
谷
の
朝
倉
宮
に
坐

し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
し
時
、
遊
行
ば
し
つ
つ
美
和
河
に
行
か
し
し

時
、
辺
に
衣
洗
へ
る
童
女
有
り
き
。
其
の
容
姿
甚
麗
し
か
り
き
。
天
皇
其
の
童

女
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、「
汝
は
誰
が
子
ぞ
。」
と
。
答
へ
白
し
し
く
、「
己
が

名
は
引
田
の
赤
猪
子
と
謂
ふ
ぞ
。」
と
ま
を
し
き
。
天
皇
詔
ら
し
し
く
、「
汝
は

夫
に
嫁
は
ざ
れ
。
今
召
し
て
む
。」
と
詔
ら
し
き
。
故
、
其
の
女
、
天
皇
の
命

を
仰
ぎ
待
ち
て
、
既
に
八
十
歳
を
経
き
。
天
皇
已
に
先
の
事
を
忘
れ
つ
。
徒
に

盛
り
の
年
を
過
ぐ
し
き
。
而
に
歌
を
賜
ひ
て
云
ひ
た
ま
ふ
。
時
に
赤
猪
子
の
泣

く
涙
、
悉
に
其
の
服
せ
る
丹
摺
の
袖
を
湿
ら
し
つ
。
其
の
大
御
歌
に
答
へ
て
此

の
歌
を
詠
む
と
い
へ
り
。
此
の
縁
記
と
歌
異
な
る
也
。

【
縁
記
乙
】
一
説
に
云
は
く
、
弥
麻
貴
入
日
子
天
皇
の
皇
子
、
巻
向
玉
城
宮
に

天
の
下
治
ら
し
め
し
し
伊
久
米
入
日
子
伊
佐
知
天
皇
と
妹
豊
次
入
日
女
命
、
大

神
の
見
望
呂
山
に
登
り
ま
し
て
神
前
を
拝
み
祭
り
て
作
る
歌
と
い
へ
り
。
此
縁

記
正
説
に
似
た
り
。（
あ
る
い
は
、「
正
説
の
ご
と
し
。」）

※
訓
読
文
【
縁
記
甲
】、【
縁
記
乙
】
は
藤
原
が
論
の
便
宜
上
附
し
た
も
の
。

三
、『
古
事
記
』
九
十
四
番
歌
と
の
異
同

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
、
ほ
ぼ
同
様
の
歌
詞
を
持
つ
『
古
事
記
』
の
九
十
四

番
歌
と
の
異
同
は
次
の
﹇
表
１
﹈、

の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
表
を
見
る
と
、『
古
事
記
』、『
琴
歌
譜
』

、『
琴
歌
譜
』

の
間
に
は

そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
の
違
い
が
存
在
す
る
が
、
明
確
に
『
古
事
記
』
と
『
琴
歌

譜
』
の
差
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、

、
即
ち
第
三
句
の
「
つ
き
あ
ま
し
」

（『
古
事
記
』）
と
「
つ
き
あ
ま
す
」（『
琴
歌
譜
』）
の
違
い
で
あ
る
。
そ
の
他
は

『
琴
歌
譜
』

、

間
で
も
差
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

は
仮
名
の
甲
乙
の
差

で
あ
る
が
、『
琴
歌
譜
』
で
は
既
に
特
殊
仮
名
遣
い
は
崩
れ
て
い
る
と
見
ら
れ

る
の
で
、
特
に
歌
詞
の
違
い
と
し
て
意
識
す
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

四
、
賀
古
明
氏
の
論
に
つ
い
て

さ
て
、
問
題
と
す
べ
き
は
「
縁
記
」
で
あ
る
。

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
に
付
帯
す
る
縁
記
は
「
古
事
記
云
」
で
始
ま
る
前
半
部

分
（
以
下
「
縁
記
甲
」
と
い
う
。）
と
、「
一
説
云
」
で
始
ま
る
後
半
部
分
（
以

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

二



下
「
縁
記
乙
」
と
い
う
。）
に
分
か
れ
る
。

縁
記
甲
は
、「
古
事
記
云
」
と
あ
る
よ
う
に
、『
古
事
記
』
の
類
歌
（
九
十
四

番
歌
）
が
記
載
さ
れ
た
「
雄
略
記
」（
引
田
部
の
赤
猪
子
条
）
を
要
約
、
引
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
縁
記
乙
は
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』

に
全
く
見
え
な
い
伝
承
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
琴
歌
譜
』
は
縁
記
甲

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

三

を
、「
此
縁
記
与
歌
異
也
」
と
し
、
縁
記
乙

を
、「
此
縁
記
似
正
説
」
と
し
て
い
る
。

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
の
縁
記
に
つ
い
て
の

先
行
研
究
は
極
め
て
少
な
く
、
本
格
的
な
研

究
は
賀
古
明
氏
の
「
琴
歌
譜
の
有
縁
起
歌
」

が
唯
一
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

賀
古
明
氏
は
、
右
の
論
文
に
お
い
て
「
平

安
朝
時
代
前
期
に
お
け
る
、
古
事
記
・
日
本

書
紀
の
取
扱
い
態
度
の
差
異
に
起
因
す
る
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
書
紀
の
講
筵
は

し
ば
し
ば
宮
廷
に
お
い
て
催
さ
れ
て
お
り
、

（
中
略
）
宮
廷
行
事
と
し
て
重
要
な
も
の
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
う

か
が
い
得
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
れ
に

対
し
て
、
古
事
記
は
、（
中
略
）
賀
茂
真
淵

に
よ
っ
て
古
事
記
の
重
要
さ
が
注
意
さ
れ
る
ま
で
は
殆
ど
そ
の
存
在
が
知
ら
れ

な
い
程
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
、『
日
本
書
紀
』
が
重
要
視
さ
れ
た
た
め
に
『
古

事
記
』
の
伝
承
が
、「
此
縁
記
与
歌
異
也
」
と
い
う
扱
い
を
受
け
た
と
さ
れ
る
。

『
琴
歌
譜
』
の
記
録
者
が
全
体
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
の
伝
承
に
重
き
を
置

い
て
い
た
こ
と
は
、
文
体
等
か
ら
見
て
賀
古
氏
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
と
思

﹇
表
１
﹈
『
古
事
記
』
と
『
琴
歌
譜
』
の
異
同

『
古
事
記
』

美
母
呂

尓

都
久
夜
多
麻
加
岐

都
岐
阿
麻
斯

多
尓
加
母
余
良
牟

加
微
能
美
夜
比
登

『
琴
歌
譜
』

美
望
呂

尓

都
久
也
多
麻
可
吉

都

安
万
須

多
尓
可
毛
与
良
牟

可
美
乃
美
也
碑
等

『
琴
歌
譜
』

美
望
呂
止
迩

都
久
夜
多
麻
可
吉

都
吉
阿
麻
須

伊
与

都
吉
阿
麻
須

伊
余

都
吉
阿
麻
須

伊
余

都
吉
阿
麻
須

伊
余

都
吉
阿
麻
須

伊
余

都
吉
阿
麻
須

伊
余

（
凡
例
）

『
琴
歌
譜
』

は
歌
曲
名
の
下
に
小
字
二
行
割
で
書
か
れ
て
い
る
歌
詞
。

『
琴
歌
譜
』

は
譜
付
き
歌
謡
部
分
に
書
か
れ
て
い
る
歌
詞
。

（
異
同
）

、『
琴
歌
譜
』

に
の
み
「
止
」
が
入
っ
て
い
る
。

、『
琴
歌
譜
』

に
の
み
「
岐
（
吉
）」
が
な
い
。

、『
古
事
記
』
で
は
「
阿
麻
斯
」
で
あ
る
が
、『
琴
歌
譜
』
で
は

、

い
ず
れ
も
「
安
万
（
阿
麻
）
須
」
で
あ
る
。

、『
琴
歌
譜
』

に
の
み
「
伊
与
（
余
）」
が
入
り
、
第
三
句
及
び
「
伊
与
（
余
）」
が
六
回
繰
り
返
さ
れ
る
。

、『
琴
歌
譜
』

で
は
第
四
句
以
下
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

、『
古
事
記
』
で
は
「
微
」
で
乙
類
の
仮
名
で
あ
る
が
、『
琴
歌
譜
』

で
は
「
美
」
で
甲
類
の
仮
名
で
あ
る
。

岐

斯

微

須

美

止

吉

須

吉

須

吉

須

吉

須

吉

須

吉

須



わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
、『
琴
歌
譜
』
の
記
録
者
が
、
一
番

歌
の
縁
記
乙
を
、「
此
縁
記
似
正
説
」
と
し
た
こ
と
の
理
由
付
け
に
は
で
き
な

い
。
縁
記
乙
は
賀
古
氏
自
身
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、「
現
存
の
古
事

記
・
日
本
書
紀
そ
の
他
の
古
代
古
典
、
特
に
、
崇
神
天
皇
・
垂
仁
天
皇
及
び
豊

次
入
日
女
命
に
関
係
あ
る
、
皇
太
神
宮
儀
式
帳
、
そ
の
他
に
も
見
あ
た
ら
な

い
。」
の
で
あ
る
。

ま
た
、
賀
古
氏
は
、『
日
本
書
紀
』
の
垂
仁
天
皇
二
十
五
年
三
月
条
に
、

「
離
二

天
照
大
神
於
豊
耜
入
姫
命
一

、
託
二

于
倭
姫
命
一

。
爰
倭
姫
命
求
下

鎮
二

坐
大

神
一

之
処
上

、
而
詣
二

菟
田
筱
幡
一

、」
と
あ
り
、
ま
た
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』

に
、「
以
次
纏
向
珠
城
宮
御
宇
、
活
目
天
皇
御
世
（
爾
）、
倭
姫
内
親
王
（
乎
）、

為
御
杖
代
斎
奉
（
支
）。
美
和
（
乃
）
御
諸
原
（
爾
）
造
二

斎
宮
一

（
弖
）、
出

奉
（
弖
）
斎
始
奉
（
支
）。
爾
時
倭
姫
内
親
王
、
太
神
（
乎
）
頂
奉
（
弖
）、
願

給
国
求
奉
時
（
爾
）、
従
二

美
和
（
乃
）
御
諸
宮
一

発
（
弖
）
令
出
坐
（
支
）。

（
中
略
）
彼
時
、
宇
太
（
乃
）
阿
貴
宮
坐
（
只
）。
次
佐
々
波
多
宮
坐
（
只
）。」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
照
大
神
の
奉
祭
者
が
垂
仁
朝
に
豊
次
入
日
女
命
か
ら
倭

姫
命
に
変
わ
り
、
そ
の
交
替
が
「
美
和
（
乃
）
御
諸
原
」
の
「
美
和
（
乃
）
御

諸
宮
」
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
故
に
、
垂
仁
天
皇
代

豊
次
入

日
女
命
が
奉
仕
か
ら
退
か
れ
た
折
、
そ
の
美
望
呂
山
の
地
に
祭
ら
れ
て
い
る
神

を
、
垂
仁
天
皇
と
御
一
緒
に
拝
祭
さ
れ
た
と
す
る
古
史
伝
承
の
存
在
の
可
能
性

が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。（
中
略
）
皇
太
神
宮
儀
式
帳
そ
の
も
の
が
、
文

体
・
内
容
と
よ
り
し
て
も
、
日
本
書
紀
系
統
に
属
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
こ
と

と
併
せ
て
、
琴
歌
譜
の
こ
の
「
一
説
云
」
の
伝
承
は
、
略
ゝ
日
本
書
紀
の
系
統

の
も
の
と
み
得
る
の
で
あ
る
。」
と
結
論
づ
け
て
お
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
結
論
に
も
私
は
疑
問
を
呈
し
た
い
。
理
由
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
に
見
え
る
、
倭
姫
命
の
「
美
和

（
乃
）
御
諸
原
」
の
斎
宮
や
「
美
和
（
乃
）
御
諸
宮
」
の
記
事
か
ら
、
ど
う
し

て
豊
次
入
日
女
が
垂
仁
天
皇
と
一
緒
に
美
望
呂
山
の
神
を
拝
祭
し
た
と
い
う

「
古
史
伝
承
の
存
在
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
」
の
か
。『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』

は
、
初
代
斎
宮
と
し
て
の
倭
姫
命
の
伝
承
を
主
に
語
る
の
で
あ
っ
て
、「
美
和

（
乃
）
御
諸
原
」
の
斎
宮
の
記
事
も
、
豊
次
入
日
女
と
の
交
替
場
所
と
し
て
描

く
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
倭
姫
命
の
と
き
、
初
め
て
「
美
和
（
乃
）
御
諸

原
」
の
斎
宮
を
作
っ
た
記
事
と
し
て
読
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

第
二
に
、
七
二
○
年
成
立
の
『
日
本
書
紀
』
と
、
八
○
四
年
成
立
の
『
皇
太

神
宮
儀
式
帳
』
と
を
併
せ
て
一
つ
の
古
史
伝
承
を
推
測
す
る
こ
と
が
、
果
た
し

て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
成
立
年
代
の
違
い
の
み
を
言
う
の
で
は
な
い
。
正
史
で

あ
る
『
日
本
書
紀
』
に
な
い
伝
承
を
、
八
十
四
年
後
に
成
立
し
た
解
文
で
あ
る

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
の
記
述
で
補
い
、
一
つ
の
古
史
伝
承
を
推
測
す
る
こ
と

は
極
め
て
危
険
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
仮
に
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、

先
に
引
用
し
た
（
賀
古
氏
も
引
用
し
て
お
ら
れ
る
）「
垂
仁
紀
」
二
十
五
年
三

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

四



月
条
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
天
照
大
神
を
豊
耜
入
姫
命
か
ら
離
し
、
倭

姫
命
に
託
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
同
じ
く
先
に
引
用
し
た
『
皇
太
神
宮

儀
式
帳
』
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
倭
姫
命
が
斎
宮
と
な
っ
た
と
き
に
「
美
和

（
乃
）
御
諸
原
」
の
斎
宮
を
造
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
豊
次
入
日
女
命

が
そ
の
後
美
望
呂
山
に
（
垂
仁
天
皇
と
）
登
っ
た
と
い
う
伝
承
は
ど
こ
か
ら
も

出
て
こ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

第
三
に
、
賀
古
氏
は
、「
琴
歌
譜
の
こ
の
「
一
説
云
」
の
伝
承
は
、
略
ゝ
日

本
書
紀
の
系
統
の
も
の
と
み
得
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
疑
問
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
私
は

『
琴
歌
譜
』
の
記
録
者
が
全
体
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
の
伝
承
に
重
き
を
置
い

て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
登

場
す
る
人
物
名
の
表
記
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
、
決
し
て
『
日
本
書
紀
』
に

近
く
な
い
。
む
し
ろ
『
古
事
記
』
に
近
い
よ
う
な
感
を
受
け
る
表
記
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
と
て
も
決
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、『
古
事
記
』・『
日
本
書

紀
』
何
れ
の
系
統
に
も
分
類
し
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

崇
神
天
皇
の
和
風
諡
号
の
表
記

『
琴
歌
譜
』
縁
記
乙
｜
「
弥
麻
貴
入
日
子
天
皇
」

『
古
事
記
』

｜
「
御
真
木
入
日
子
印
恵
命
」

『
日
本
書
紀
』
｜
「
御
間
城
入
彦
五
十
瓊
殖
天
皇
」

垂
仁
天
皇
の
和
風
諡
号
の
表
記

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

五

『
琴
歌
譜
』
縁
記
乙
｜
「
伊
久
米
入
日
子
伊
佐
知
天
皇
」

『
古
事
記
』

｜
「
伊
玖
米
入
日
子
伊
沙
知
命
」・「
伊
久
米
伊
理
毘
古
伊
佐

知
命
」

『
日
本
書
紀
』
｜
「
活
目
入
彦
五
十
狭
茅
天
皇
」

ト
ヨ
ス
キ
イ
リ
ヒ
メ
の
表
記

『
琴
歌
譜
』
縁
記
乙
｜
「
豊
次
入
日
女
命
」

『
古
事
記
』

｜
「
豊

入
日
売
命
」・「
豊

比
売
命
」

『
日
本
書
紀
』
｜
「
豊
鍬
入
姫
命
」

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
私
は
こ
の
表
記
か
ら
た
だ
ち
に
、
縁
記
乙
の
伝
承

が
、
ど
ち
ら
の
系
統
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
つ
も
り
で
は
な
い
。
た
だ
、

賀
古
氏
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
「
略
ゝ
日
本
書
紀
の
系
統
の
も
の
と
み
得
る
」

と
い
う
の
は
早
計
に
過
ぎ
な
い
か
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

縁
記
甲
で
「
古
事
記
云
」
と
い
う
縁
記
が
、「
此
縁
記
与
歌
異
也
」
と
し
て

排
斥
さ
れ
て
お
り
、
今
述
べ
た
よ
う
に
『
日
本
書
紀
』
系
統
で
あ
る
と
も
決
し

か
ね
る
以
上
、
第
三
の
系
統
で
あ
る
可
能
性
も
含
め
、
検
討
を
要
す
る
課
題
で

あ
ろ
う
。

五
、
考
説

以
上
、
賀
古
氏
の
説
に
対
し
て
疑
問
を
提
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
縁
記

乙
の
性
格
に
つ
い
て
、
私
な
り
に
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。



縁
記
乙
の
「
一
説
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
史
料
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

右
に
述
べ
た
と
お
り
は
っ
き
り
せ
ず
、
現
時
点
で
は
確
定
で
き
な
い
。
ま
た
、

縁
記
乙
は
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
は
も
と
よ
り
、
現
在
私
達
が
見
る
こ
と

の
で
き
る
上
代
文
献
の
何
れ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
縁
記
で
あ
る
。

し
か
し
、
縁
記
乙
は
、『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
の
解
釈
を
、
類
歌
で
あ
る
『
古

事
記
』
九
十
四
番
歌
の
解
釈
と
は
全
く
駆
け
は
な
れ
た
も
の
に
す
る
可
能
性
を

持
つ
極
め
て
示
唆
に
富
ん
だ
縁
記
で
あ
る
。

ま
ず
、
縁
記
乙
に
見
え
る
人
物
、
地
名
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
よ
り
そ
れ
ら
に
か
か
わ
る
記
事
を
拾
う
こ
と
と
す

る
。１

、
御
真
木
入
日
子
印
恵
命
、
師
木
の
水
垣
宮
に
坐
し
て
、
天
の
下
を
治
め

き
。
此
の
天
皇
、（
中
略
）
生
み
し
御
子
は
、（
中
略
）
豊

入
日
売
命
（
中

略
）
沼
名
木
之
入
日
売
命
（
中
略
）
伊
玖
米
入
日
子
伊
沙
知
命
（
中
略
）
妹

豊

比
売
命
は
、（
伊
勢
大
神
の
宮
を
拝
み
祭
り
き
。）

「
崇
神
記
」

２
、
此
の
天
皇
の
御
世
に
、
役
病
多
た
起
り
て
、
人
民
尽
き
む
と
為
き
。
爾

く
し
て
、
天
皇
の
愁
へ
歎
き
て
神
牀
に
坐
し
し
夜
に
、
大
物
主
大
神
、
御
夢

に
顕
れ
て
曰
ひ
し
く
、「
是
は
我
が
御
心
ぞ
。
故
、
意
富
多
々
泥
古
を
以
て
、

我
が
前
を
祭
ら
し
め
ば
、
神
の
気
、
起
ら
ず
、
国
も
、
亦
、
安
ら
け
く
平
ら

け
く
あ
ら
む
」
と
い
ひ
き
。（
中
略
）
即
ち
意
富
多
々
泥
古
命
を
以
て
、
神

主
と
為
て
、
御
諸
山
に
し
て
、
意
富
美
和
之
大
神
の
前
を
拝
み
祭
り
き
。

（
中
略
）
此
に
因
り
て
、
役
の
気
、
悉
く
息
み
、
国
家
、
安
ら
け
く
平
け
し
。

「
崇
神
記
」

３
、
御
間
城
入
彦
五
十
瓊
殖
天
皇
は
、（
中
略
）
豊
鍬
入
姫
命
を
生
む
。（
中

略
）
渟
名
城
入
姫
命
を
生
む
。（
中
略
）
五
年
に
、
国
内
に
疾
疫
多
く
、
民

死
亡
者
有
り
て
、
且
大
半
ぎ
な
む
と
す
。
六
年
に
、
百
姓
流
離
へ
、
或
い
は

背
叛
有
り
。（
中
略
）
是
よ
り
先
に
、
天
照
大
神
・
倭
大
国
魂
二
神
を
並
び

に
天
皇
の
大
殿
の
内
に
祭
る
。
然
る
に
其
の
神
の
勢
を
畏
り
、
共
に
住
み
た

ま
ふ
こ
と
安
か
ら
ず
。
故
、
天
照
大
神
を
以
ち
て
豊
鍬
入
姫
命
に
託
け
、
倭

の
笠
縫
邑
に
祭
り
、（
中
略
）
亦
日
本
大
国
魂
神
を
以
ち
て
渟
名
城
入
姫
命

に
託
け
祭
ら
し
む
。
然
る
に
渟
名
城
入
姫
、
髪
落
ち
体
痩
せ
て
祭
る
こ
と
能

は
ず
。

「
崇
神
紀
」

４
、（
崇
神
天
皇
が
、
災
い
が
続
く
の
で
神
意
を
問
う
た
と
こ
ろ
）
若
し
能

く
我
を
敬
ひ
祭
り
た
ま
は
ば
、
必
当
ず
自
平
ぎ
な
む
」
と
の
た
ま
ふ
。（
中

略
）「
我
は
是
倭
国
の
域
の
内
に
居
る
神
、
名
を
大
物
主
神
と
為
ふ
」
と
の

た
ま
ふ
。（
中
略
）
教
の
随
に
祭
祀
る
。
然
れ
ど
も
猶
し
事
に
験
無
し
。（
中

略
）
若
し
吾
が
児
大
田
田
根
子
を
以
ち
て
吾
を
祭
ら
し
め
た
ま
は
ば
、
立
に

平
ぎ
な
む
。（
中
略
）
大
田
々
根
子
命
を
以
ち
て
大
物
主
大
神
を
祭
る
主
と

為
し
、
亦
市
磯
長
尾
市
を
以
ち
て
倭
大
国
魂
神
を
祭
る
主
と
為
せ
ば
、
必
ず

天
下
太
平
ぎ
な
む
。（
中
略
）
即
ち
大
田
田
根
子
を
以
ち
て
大
物
主
大
神
を

祭
る
主
と
し
、
又
長
尾
市
を
以
ち
て
倭
大
国
魂
神
を
祭
る
主
と
し
た
ま
ふ
。

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

六



（
中
略
）
是
に
、
疫
病
始
め
て
息
み
、
国
内
漸
に
謐
り
、
五
穀
既
に
成
り
て
、

百
姓
饒
ひ
ぬ
。（
中
略
）
所
謂
大
田
田
根
子
は
、
今
の
三
輪
君
等
が
始
祖
な

り
。

「
崇
神
紀
」

５
、
天
照
大
神
を
豊
耜
入
姫
命
よ
り
離
ち
ま
つ
り
、
倭
姫
命
に
託
け
た
ま
ふ
。

「（
中
略
）（
一
に
云
は
く
、（
中
略
）
倭
大
神
、（
中
略
）
誨
へ
て
曰
は
く
、

（
中
略
）
先
皇
御
間
城
天
皇
、
神
祇
を
祭
祀
り
た
ま
ふ
と
雖
も
、
微
細
し
く

は
其
の
源
根
を
探
り
た
ま
は
ず
し
て
、
粗
に
枝
葉
に
留
め
た
ま
へ
り
。
故
、

其
の
天
皇
、
命
短
く
ま
し
ま
し
き
。
是
を
以
ち
て
、
今
し
汝
御
孫
尊
、
先
皇

の
及
か
ざ
り
し
こ
と
を
悔
い
て
、
慎
み
祭
り
た
ま
は
ば
、
汝
尊
の
寿
命
延
長

く
、
復
天
下
太
平
な
ら
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
時
に
天
皇
、
是
の
言
を
聞
し
め

し
て
、
則
ち
中
臣
連
が
祖
探
湯
主
に
仰
せ
て
、
誰
人
を
以
ち
て
大
倭
大
神
を

祭
ら
し
め
む
と
卜
へ
し
め
た
ま
ふ
。
即
ち
渟
名
城
稚
姫
命
、
卜
に
食
へ
り
。

因
り
て
渟
名
城
稚
姫
命
に
命
せ
て
、
神
地
を
穴
磯
邑
に
定
め
、
大
市
の
長
岡

岬
に
祠
ら
し
め
た
ま
ふ
。
然
る
を
是
の
渟
名
城
稚
姫
命
、
既
に
身
体
悉
に
痩

せ
弱
り
て
、
祭
る
こ
と
能
は
ず
。
是
を
以
ち
て
、
大
倭
直
が
祖
長
尾
市
宿
禰

に
命
せ
て
祭
ら
し
め
た
ま
ふ
と
い
ふ
。）

「
垂
仁
紀
」

こ
れ
ら
よ
り
明
か
と
な
る
の
は
、
ま
ず
ト
ヨ
ス
キ
イ
リ
ヒ
メ
の
出
自
で
あ
る
。

１
、
３
と
も
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇
神
天
皇
）
の
子
と
記
録
し
た
う
え
、
１
は

伊
勢
大
神
の
宮
を
拝
祭
し
た
人
物
と
し
て
、
３
で
は
宮
中
に
祭
っ
て
い
た
天
照

大
神
を
宮
廷
外
に
遷
す
際
に
そ
の
奉
祭
を
託
さ
れ
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

七

る
。第

二
に
、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇
神
天
皇
）
の
治
世
に
起
こ
っ
た
神
祇
奉
祭

上
の
二
つ
の
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
。
一
つ
は
、
当
時
続
い
た
疫
病
や
災
い
は
、

大
神
神
社
の
大
物
主
神
の
奉
祭
の
不
備
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
三
輪
氏
の
祖

先
で
あ
る
オ
ホ
タ
タ
ネ
コ
を
も
っ
て
祭
ら
し
め
る
と
平
穏
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
今
一
つ
は
、
先
述
と
も
重
な
る
が
、
宮
中
に
祭
っ
て
い
た
天
照
大
神
と
倭

大
国
魂
神
を
そ
れ
ぞ
れ
宮
廷
外
で
祭
ら
し
め
た
こ
と
で
あ
る
。
天
照
大
神
は
ト

ヨ
ス
キ
イ
リ
ヒ
メ
に
、
大
国
魂
神
は
ヌ
ナ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
メ
に
託
し
た
が
、
ヌ
ナ

キ
ノ
イ
リ
ヒ
メ
は
、
髪
が
落
ち
、
体
が
痩
せ
て
奉
祭
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
イ

チ
シ
ノ
ナ
ガ
オ
チ
に
祭
ら
し
め
た
と
こ
ろ
国
内
が
静
ま
っ
た
と
あ
る
。（
２
、

４
）５

は
や
や
特
殊
で
あ
る
。
ト
ヨ
ス
キ
イ
リ
ヒ
メ
の
あ
と
を
受
け
、
伊
勢
で
の

天
照
大
神
の
奉
祭
に
あ
た
っ
た
の
が
倭
姫
命
で
あ
る
と
い
う
伝
承
に
加
え
、

「
一
云
」
と
し
て
、
興
味
深
い
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
右
に
述
べ
た
倭
大
国
魂

神
の
奉
祭
者
の
変
遷
を
一
世
代
繰
り
下
げ
、
崇
神
天
皇
が
犯
し
た
神
祇
奉
祭
上

の
誤
り
を
垂
仁
天
皇
が
中
臣
の
卜
占
を
得
て
正
し
た
結
果
と
し
て
記
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、「
ヌ
ナ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
メ
」
も
「
ヌ
ナ
キ
ノ
ワ
カ
ヒ

メ
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
あ
ま
り
に
長
く
な
る
の
で
、
１

５
で
は
割
愛
し
た
部
分
を
含
め
、

ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
、
イ
ク
メ
イ
リ
ヒ
コ
、
ト
ヨ
ス
キ
イ
リ
ヒ
メ
を
中
心
と
し
た



系
譜
を
史
料
別
に
整
理
す
る
と
次
の
「
表
２
」
の
と
お
り
と
な
る
。

１

５
の
記
事
か
ら
、
大
物
主
神
や
倭
大
国
魂
神
を
奉
祭
す
る
の
に
、
天
皇

家
が
非
常
に
苦
心
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
国
家
に
う
ち
続
く
疫
病
や
災
い

は
、
三
輪
氏
の
祖
先
で
あ
る
オ
ホ
タ
タ
ネ
コ
を
探
し
て
き
て
、
三
輪
山
の
大
物

主
神
を
祭
ら
し
め
る
ま
で
止
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
以

前
は
天
皇
自
身
が
三
輪
山
の
祭
祀
を
司
っ
て
い
た
と

考
え
る
説
も
あ
る
が
、
三
輪
氏
の
者
で
な
け
れ
ば
、

大
物
主
神
の
神
威
を
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
途
方
に
く
れ
た
天
皇
は
そ
れ
を
夢
で
は

じ
め
て
知
り
、
オ
ホ
タ
タ
ネ
コ
を
探
し
求
め
て
、
や

っ
と
平
穏
を
取
り
戻
す
の
で
あ
る
。
ま
た
、
倭
大
国

魂
神
の
奉
祭
を
託
さ
れ
た
崇
神
天
皇
の
皇
女
で
あ
る

ヌ
ナ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
メ
は
、
髪
が
落
ち
、
痩
せ
て
祭
り

き
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
を
受
け
た
倭
直
の
祖
で

あ
る
イ
チ
シ
ノ
ナ
ガ
オ
チ
は
こ
れ
を
祭
る
こ
と
が
で

き
た
。
古
い
大
和
地
方
の
神
で
あ
る
大
物
主
や
倭
大

国
魂
は
、
転
入
勢
力
で
あ
る
天
皇
家
に
よ
る
奉
祭
を

拒
否
し
、
疫
病
を
流
行
さ
せ
、
奉
仕
者
を
衰
弱
せ
し

め
る
と
い
う
形
で
そ
れ
を
表
し
た
。
天
皇
家
側
は
、

夢
や
卜
占
で
神
意
を
知
り
、
適
当
な
奉
祭
者
を
探
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
概
ね
崇
神
朝
の
こ
と

と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
５
で
は
、
垂
仁
朝
の
こ

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

八

﹇
表
２
﹈
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
・
イ
ク
メ
イ
リ
ヒ
コ
・
ト
ヨ
ス
キ
イ
リ
ヒ
メ
系
譜

『
琴
歌
譜
』
縁
記
乙

弥
麻
貴
入
日
子
天
皇
（
崇
神
）

伊
久
米
入
日
子
伊
佐
知
天
皇
（
垂
仁
）
巻
向
玉
城
宮

豊
次
入
日
女
命

「
崇
神
記
」

木
国
造

遠
津
年
魚
目
目
微
比
売

名
荒
河
刀
弁

豊

比
売
命
（
伊
勢
大
神
之
宮
祭
祀
）

（
豊

比
売
命
）

御
真
木
入
日
子
印
恵
命
（
崇
神
）

伊
玖
米
入
日
子
伊
沙
知
命
（
垂
仁
）
師
木
玉
垣
宮

（
伊
玖
米
伊
理
毘
古
伊
佐
知
命
）

大
毘
古
命

御
真
津
日
売
命

沼
名
木
之
入
日
売
命

意
富
阿
麻
日
売

「
崇
神
紀
」

紀
伊
国

遠
津
年
魚
眼
眼
妙
媛
（
一
云
、
大
海
宿
禰
女
八
坂
振
天
某
辺
）

荒
河
戸
畔

豊
鍬
入
姫
命
（
天
照
大
神
祭
祀
）

御
間
城
入
彦
五
十
瓊
殖
天
皇
（
垂
神
）活

目
入
彦
五
十
狭
茅
天
皇
（
垂
仁
）
珠
城
宮
（
纏
向
）

大
彦
命

御
間
城
姫

渟
名
城
入
姫
命
（
倭
大
国
魂
神
祭
祀
）

尾
張
大
海
媛

巻
向
玉
城
宮師

木
玉
垣
宮

珠
城
宮
（
纏
向
）



と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
琴
歌
譜
』
の
縁
記
乙
の
登
場
人
物
は
、
神
祇
祭
祀
上
極
め

て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
あ
る
人
々
で
あ
る
。
三
輪
の
大
物
主
神
や
倭
大
国
魂
神

を
鎮
め
る
た
め
に
苦
悩
す
る
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
（
崇
神
天
皇
）
や
イ
ク
メ
イ
リ

ヒ
コ
（
垂
仁
天
皇
）、
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
の
皇
女
で
あ
り
、
天
照
大
神
の
奉
祭

者
と
な
っ
た
ト
ヨ
ス
キ
イ
リ
ヒ
メ
。
そ
の
イ
ク
メ
イ
リ
ヒ
コ
と
ト
ヨ
ス
キ
イ
リ

ヒ
メ
の
異
母
兄
弟
が
ほ
か
な
ら
ぬ
大
神
の
美
望
呂
山
に
登
っ
て
、
そ
の
神
前
を

拝
祭
し
て
詠
ん
だ
歌
が
一
番
歌
で
あ
る
と
い
う
の
が
『
琴
歌
譜
』
縁
記
乙
で
あ

る
。「

此
縁
記
似
正
説
」
と
し
て
い
る
『
琴
歌
譜
』
縁
記
乙
に
立
脚
す
れ
ば
、
こ

の
歌
は
、
神
祇
の
奉
祭
に
苦
悩
す
る
天
皇
の
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、

「
三
輪
山
に
玉
垣
を
築
い
て
神
を
祀
る
が
、
祀
り
切
れ
な
い
。
誰
に
頼
ろ
う
か
、

神
の
宮
人
を
（
神
の
宮
人
は
誰
に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
）。」
と
い
う
意
に

な
る
。

こ
の
解
釈
は
、
類
歌
で
あ
る
『
古
事
記
』
九
十
四
番
歌
と
そ
れ
を
含
む
物
語

か
ら
は
出
て
く
る
余
地
は
な
い
。「
雄
略
記
」
の
歌
謡
物
語
の
な
か
で
は
、
天

皇
の
求
婚
を
受
け
て
八
十
年
間
待
ち
続
け
て
老
婆
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
引
田
部

の
赤
猪
子
の
嘆
き
の
（
あ
る
い
は
更
な
る
雄
略
天
皇
へ
の
忠
誠
の
）
歌
と
解
釈

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
一
の
伝
承
を
記
載
す
る
『
琴
歌
譜
』
縁
記
甲
に
そ
っ
て

解
釈
す
る
と
き
も
当
然
同
じ
と
な
る
。
そ
の
解
釈
は
以
下
の
と
お
り
。

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

九

「
三
輪
山
に
玉
垣
を
築
い
て
神
を
祀
り
、
神
に
お
仕
え
し
通
し
て
き
た
私
は
、

（
こ
れ
か
ら
先
も
神
様
以
外
の
）
誰
に
頼
り
ま
し
ょ
う
か
、
い
や
、
神
様
以
外

の
誰
に
も
頼
り
ま
せ
ん
。」
し
か
し
、『
琴
歌
譜
』
は
縁
記
甲
を
、「
此
縁
記
与

歌
異
也
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
解
釈
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
伝
承
・
解
釈
の
差
は
、
単
に
物
語
の
差
や
歌
の
詠
み
手
の
差
で
片

付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

縁
記
乙
で
は
、
天
皇
と
そ
の
異
母
妹
が
大
物
主
神
を
拝
祭
す
る
。
し
か
も
、

そ
の
異
母
妹
は
天
皇
家
の
祖
先
神
、
天
照
大
神
の
奉
祭
者
な
の
で
あ
る
。
な
に

げ
な
い
こ
の
縁
記
乙
は
、
実
は
天
皇
家
の
三
輪
氏
の
神
に
対
す
る
屈
服
の
伝
承

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
歌
は
、
神
祇
の
奉
祭
を
全
う
し
得
な
い
天
皇
の
苦
悩

の
歌
と
な
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
縁
記
甲
や
「
雄
略
記
」
で
は
、
三
輪
氏
の
娘
で
あ
る
赤
猪

子
が
雄
略
天
皇
の
求
婚
に
応
え
て
八
十
年
間
待
ち
続
け
る
と
い
う
、
三
輪
氏
の

天
皇
に
対
す
る
服
属
譚
に
な
っ
て
し
ま
い
、
同
じ
歌
が
百
八
十
度
違
う
解
釈
を

伴
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
前
者
の
伝
承
は
、
天
皇
家
側
か
ら
「
削
レ

偽
定
レ

実
」
を
施
さ

れ
た
『
古
事
記
』
や
、
正
史
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』
に
は
記
録
さ
れ
得
な
い
。

『
琴
歌
譜
』
の
正
確
な
成
立
年
代
は
定
か
で
は
な
い
が
、
上
代
特
殊
仮
名
遣

い
が
崩
れ
て
い
る
の
で
、
平
安
時
代
初
期
な
い
し
は
奈
良
時
代
後
期
を
遡
る
こ



と
は
な
か
ろ
う
。

『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
細
々
と
命
脈
を
保

っ
て
い
た
こ
の
「
一
説
」
も
、（
古
代
豪
族
と
の
抗
争
期
が
完
全
に
過
去
の
も

の
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
）
天
皇
制
が
す
で
に
安
定
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

た
平
安
朝
初
期
に
お
い
て
は
、
宮
廷
儀
式
用
の
『
琴
歌
譜
』
に
記
録
さ
れ
て
も

も
は
や
差
し
障
り
な
く
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
縁
記
乙
に
基
づ
く
い
て
こ
の
歌
を
解
釈
す
る
と
き
、
縁
記

甲
や
「
雄
略
記
」
に
立
脚
し
た
解
釈
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
と
な
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
生
む
縁
記
乙
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
縁
記
乙
の
「
一
説
」
な
る
も
の
の
正
体
、
つ
ま
り
縁

記
乙
の
出
典
は
不
詳
で
あ
る
が
、『
琴
歌
譜
』
に
見
え
る
そ
の
他
の
縁
記
と
の

比
較
の
中
で
一
番
歌
の
縁
記
乙
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

以
下
、「
表
３
」
に
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
記
に
記
載
さ
れ
た
「
詠
み
手
」、「
出
典
」、

「
縁
記
に
加
え
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
」
を
整
理
し
た
。

「
表
３
」
の
と
お
り
、『
琴
歌
譜
』
に
記
載
さ
れ
た
十
二
の
縁
記
の
う
ち
出
典

が
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
で
あ
る
も
の
は
四
例
で
あ
る
。
内
訳
は
、「
古

事
記
云
」
が
二
例
、「
日
本
記
云
」
が
二
例
で
あ
る
。（
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
、

一
九

二
十
番
歌
の
縁
記
は
、「
日
本
記
云
」
と
記
し
て
い
る
も
の
の
、「
息
長

足
日

天
皇
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
神
功
皇
后
を
「
天
皇
」
と
は
記
し
て
い

な
い
『
日
本
書
紀
』
の
用
語
と
の
間
に
矛
盾
が
あ
る
。）

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

一
〇

﹇
表
３
﹈
『
琴
歌
譜
』
諸
歌
縁
記
整
理

（
凡
例
）詠み

手
（
天
皇
の
漢
風
諡
号
の
上
の
数
字
は
『
皇
統
譜
』
に
よ
る
代
数
）

出
典
（
空
白
は
特
に
出
典
が
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
）

縁
記
に
加
え
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト

歌
番
号

縁
記
甲

縁
記
乙

縁
記
丙

１

引
田
赤
猪
子

（

雄
略
の
代
）

古
事
記
云

此
縁
記
与
歌
異
也

伊
久
米
入
日
子
伊

佐
知
天
皇（

垂
仁
）

一
説
云

此
縁
記
似
正
説

２

大
鷦
鷯
天
皇

（

仁
徳
）

今
校
不
接
於
日
本

（
紀
？
）
古
事
記
。

皇
后
息
長
帯
日
女

（
神
功
）

一
説
云

時
之
人

（

応
神
の
代
）

一
古
事
記
云

大
帯
日
（
子
？
）

天
皇（

景
行
）

大
長
谷
若
建
命

（

雄
略
）

古
事
記
云

韓
日
女
娘

（

雄
略
妃
）

一
云

大
帯
日
子
天
皇

（

景
行
）

息
長
足
日

天
皇

（
神
功
）

日
本
記
云



そ
れ
以
外
は
、「
一
説
云
」
が
二
例
、「
一
古
事
記
云
」
が
一
例
、「
一
云
」

が
一
例
、「
古
歌
抄
云
」
が
一
例
、
出
典
に
つ
い
て
の
記
載
の
な
い
も
の
が
三

例
で
あ
る
。

『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
以
外
の
具
体
的
な
書
名
が
あ
が
っ
て
い
る
の
は

「
一
古
事
記
」、「
古
歌
抄
」
の
み
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ら
の
書
物
の
実

態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
出
典
に
つ
い
て
の
記
載
の
な
い
も
の
は
も
と

よ
り
、「
一
説
云
」、「
一
云
」
に
つ
い
て
も
そ
れ
ら
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
琴
歌
譜
』
の
縁
記
は
そ
の
出
典
さ
え
も
不
明
の
も
の
が
多

く
、
研
究
対
象
と
し
て
は
ま
さ
に
五
里
霧
中
の
状
態
で
あ
る
。
し
か
し
、「
表

３
」
を
一
見
し
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
一
番
歌
と
二
番
歌
に
記
載
さ
れ
た
複
数

の
縁
記
の
特
異
性
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
縁
記
は
、
同
一
の
歌
謡
に
つ
い
て
の
複

数
の
縁
記
相
互
で
、「
詠
み
手
」
に
つ
い
て
の
伝
承
ま
で
も
異
に
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
歌
の
縁
記
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
更
に
そ
の
中
で
も
特
徴

的
な
の
は
、
一
番
歌
の
縁
記
で
あ
る
。
一
番
歌
の
縁
記
甲
と
縁
記
乙
で
は
、
そ

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

一
一

の
縁
記
に
記
載
さ
れ
た
物
語
の
時
代
が
相
互
に
全
く
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
二
番
歌
で
も
あ
る
程
度
の
時
代
の
ず
れ
は
あ
る
が
、
せ
い
ぜ
い
仲
哀
天
皇

代

仁
徳
天
皇
代
の
三
代
の
範
囲
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
番
歌
で
は
、

縁
記
甲
が
雄
略
天
皇
代
、
縁
記
乙
が
垂
仁
天
皇
代
と
実
に
十
代
の
差
が
あ
る
の

で
あ
る
。
今
一
つ
特
筆
す
べ
き
は
、
一
番
歌
の
縁
記
で
は
、
縁
記
甲
に
「
此
縁

記
与
歌
異
也
」、
縁
記
乙
に
「
此
縁
記
似
正
説
」
と
、
は
っ
き
り
と
そ
れ
ぞ
れ

の
縁
記
に
対
す
る
『
琴
歌
譜
』
の
態
度
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
記
述
は
、
他
の
縁
記
に
は
な
い
。

先
ほ
ど
か
ら
縷
々
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
縁
記
甲
を
と
る
の
と
、
縁
記
乙
を

と
る
の
で
は
、
歌
の
解
釈
が
異
な
る
ば
か
り
か
、
こ
の
歌
を
め
ぐ
る
天
皇
家
と

三
輪
氏
の
関
係
が
、
全
く
正
反
対
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
の
二
つ
の
縁
記
は
、
他
の
歌
の
縁
記
に

比
べ
て
極
め
て
特
徴
的
で
あ
り
、
同
時
に
相
互
の
背
反
性
が
強
い
。
そ
し
て
、

『
琴
歌
譜
』
は
、『
古
事
記
』
の
引
用
で
あ
る
縁
記
甲
を
否
定
し
、
縁
記
乙
を
肯

定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
琴
歌
譜
』
は
宮
廷
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
る
歌
謡
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、

『
古
事
記
』
の
伝
承
を
否
定
す
る
必
要
は
毛
頭
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ

ざ
わ
ざ
『
古
事
記
』
と
矛
盾
す
る
縁
記
乙
を
記
載
し
、
そ
ち
ら
の
方
を
肯
定
す

る
必
要
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
琴
歌
譜
』
の
編
ま
れ
た
時
代
は
、
す
で
に
皇
室

雄
朝
嬬
稚
子
宿
禰

天
皇（

允
恭
）

日
本
記
云

今
案
古
事
記
云
日

本
記
之
歌
与
此
歌
尤

合
古
記
但
至
許
曾
己

曾
之
句
古
記
不
重
耳

雄
朝
豆
万
稚
子
宿

禰
天
皇

（

允
恭
）

古
歌
抄
云



の
支
配
は
安
定
し
、
も
と
よ
り
三
輪
氏
と
の
力
関
係
が
云
々
さ
れ
る
よ
う
な
時

代
で
は
な
い
。
縁
記
乙
を
記
載
し
て
も
政
治
的
に
意
味
が
あ
る
と
は
考
え
に
く

い
。
と
す
れ
ば
、
解
釈
が
問
題
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
歌
の
解
釈
が
、

当
時
、『
古
事
記
』
の
伝
承
か
ら
生
じ
る
「
赤
猪
子
の
心
情
」
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、「
適
切
な
神
祇
の
奉
祭
者
を
求
め
る
」
と
い
う
も
の
と
し
て
行
わ
れ

て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
導
く
た
め
に
は
、
縁
記

乙
が
適
当
で
あ
る
。『
古
事
記
』
・
『
日
本
書
紀
』
そ
の
他
公
の
記
録
に
記
載

さ
れ
得
な
い
縁
記
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
一
説
云
」
と
し
て
引
用
す
る
し
か
な

か
っ
た
縁
記
、
そ
の
縁
記
よ
り
導
か
れ
る
解
釈
、
そ
れ
が
こ
そ
が
重
要
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

当
時
、『
日
本
書
紀
』
の
講
筵
が
し
ば
し
ば
開
か
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
イ
ク
メ
イ
リ
ヒ
コ
（
垂
仁
天
皇
）
と
ト
ヨ
ス
キ
イ
リ
ヒ
メ
が
大
神
美
望
呂

山
に
登
っ
て
、
神
前
を
拝
祭
し
た
と
い
う
縁
記
か
ら
、
宮
廷
儀
式
に
列
す
る

人
々
は
容
易
に
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
筈
で
あ
る
。

ま
た
、『
琴
歌
譜
』
は
、
縁
記
甲
を
否
定
す
る
の
に
、『
古
事
記
』
所
収
の
物

語
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、「
此
縁
記
与
歌
異
也
」
と
記
し
て
い

る
。
こ
の
縁
記
は
全
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
歌
（
の
解
釈
）
と
異
な

る
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
又
、『
琴
歌
譜
』
が
、
解
釈
を

問
題
と
し
て
縁
記
乙
を
記
し
た
こ
と
の
一
つ
の
証
左
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

小
西
甚
一
氏
は
、「
縁
起
つ
ま
り
歌
の
由
来
は
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
れ
ら
の

歌
詞
が
で
き
た
と
き
の
意
味
に
拘
泥
せ
ず
、
公
的
な
歌
謡
に
適
し
た
も
の
を
結

び
つ
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
歌
の

場
合
、
歌
詞
が
で
き
た
と
き
の
意
味
は
さ
て
お
き
、『
琴
歌
譜
』
に
縁
記
乙
が

記
載
さ
れ
、「
此
縁
記
似
正
説
」
と
記
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
縁
記
が
、

宮
廷
儀
式
に
お
け
る
こ
の
歌
の
解
釈
を
固
定
す
る
も
の
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

注

土
橋
寛
・
小
西
甚
一
『
日
本
古
典
文
学
大
系
３

古
代
歌
謡
集
』
一
九
五
七
年

岩
波
書
店
（『
琴
歌
譜
』
担
当
は
小
西
甚
一
）

に
は
、
歌
謡
番
号
が
二
十
一
番
ま

で
し
か
な
い
。
こ
れ
は
、
十
一
番
歌
「
山
口
振
」
の
次
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
大
直

備
歌
」
に
（
三
番
歌
の
「
片
降
」
と
同
歌
詞
の
た
め
）
歌
謡
番
号
が
付
さ
れ
て
い
な

い
た
め
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
も
一
首
と
数
え
た
。
た
だ
し
、
歌
番
号
に
は
加
え

て
い
な
い
。

賀
古
明
「
琴
歌
譜
の
有
縁
起
歌
」
国
学
院
雑
誌
第
五
十
七
巻
第
三
号

一
九

五
六
年
六
月
（
同
『
琴
歌
譜
新
論
』
一
九
八
五
年

風
間
書
房

所
収
。）

和
田
萃
『
大
系
日
本
の
歴
史
２

古
墳
の
時
代
』
一
九
八
八
年

小
学
館

一
九

九
頁
。

「
都
久
也
多
麻
可
吉
都
（
吉
）
安
万
須
」
を
「
玉
垣
を
築
い
て
神
を
祀
る
が
、
祀

り
切
れ
な
い
」
と
約
し
て
い
る
が
、
玉
垣
を
築
く
こ
と
が
、
同
時
に
神
を
祭
る
こ
と

を
意
味
す
る
こ
と
は
、
拙
稿
「「
垣
を
築
く
」
こ
と
の
意
味
｜
『
古
事
記
』
九
十
四

番
歌
に
つ
い
て
｜
」（『
甲
南
大
学
古
代
文
学
研
究
』
第
三
号

一
九
九
六
年

所

収
）
に
詳
述
。

拙
稿

前
掲

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

一
二



『
古
事
記
』
上
巻
・
序

小
西
甚
一

前
掲

二
八
二
頁

使
用
テ
キ
ス
ト
等

『
琴
歌
譜
』
｜
山
田
孝
雄
・
橋
本
進
吉
『
琴
歌
譜
』（
影
印
）
一
九
二
七
年

古
典

保
存
会
。
た
だ
し
疑
義
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
京
都
文
化
博
物
館
『
都
の
音
色

｜
京
洛
音
楽
文
化
の
歴
史
展
｜
』
図
録

二
〇
〇
二
年

を
確
認
。
翻
字
に
あ
た
っ

て
は
小
西
甚
一
注

掲
示
書
、
神
野
富
一
・
武
部
智
子
・
田
中
裕
恵
・
福
原
佐
知
子

「
琴
歌
譜
注
釈
稿
（
一
）」（『
甲
南
国
文
』
第
四
三
号

一
九
九
六
年
三
月

所
収

該
当
部
分
担
当
者
は
武
部
智
子
）
も
参
照
。
訓
読
文
｜
歌
謡
部
分
は
小
西
甚
一
前
掲

書
、
縁
記
部
分
は
藤
原
に
よ
る
。

『
古
事
記
』
｜
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
１

古
事

記
』
一
九
九
七
年

小
学
館

『
日
本
書
紀
』
｜
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２

日
本
書
紀

』
一
九
九
四
年

小
学
館

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
｜
胡
麻
鶴
醇
之
・
西
島
一
郎
『
神
道
大
系

神
宮
編
一

皇

太
神
宮
儀
式
帳

止
由
気
宮
儀
式
帳

太
神
宮
諸
雑
事
記
』
一
九
七
九
年

神
道
大

系
編
纂
会

な
お
、
小
字
表
記
は
括
弧
で
く
く
り
、
大
字
で
記
し
た
。
原
則
と
し
て
現
在
通
行

の
字
体
を
用
い
た
。
歌
番
号
は
、
す
べ
て
注

掲
示
書
に
よ
っ
た
。

「
天
皇
」
号
の
成
立
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
本
稿
で
は
『
古
事
記
』・『
日
本

書
紀
』・『
琴
歌
譜
』
の
表
記
に
従
っ
て
、「
大
王
」
等
は
用
い
ず
す
べ
て
「
天
皇
」

に
統
一
し
た
。

『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
と
縁
記

一
三


